
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 図形のどの部分を注目し操作して考えたかを ICT を活用し、具体

的に指し示しながら学習を進めていくことで、理解をより深められ

るようにしていきました。 

自分の考えを相手に伝える態度を養うために、ペアの児童と

自分の考えを伝え合う時間を設定しました。 

本時では、「複合図形の面積を求めるためにはどのようにし

たらよいのか」について考えました。 

補助プリントに書き足したり動かしたりして、課題解決をし

ていきました。 

課題として、問題の難易度を児童の実態に合わせ

る必要があるという意見が挙げられました。 


